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　Arthur Conway Young was born in foreign residence of Kobe, Oct, 9. 1890. Arthur 
Conway Young was worked at Japan Chronicle Ofﬁce, Kobe. At the beginning of the 
World War 1, he left Japan as a volunteer to enlist in the British Army. Arthur Young 
send a long account of his experience as a private in the Inns of Court Ofﬁcerʼs Corps to 
his family and relations. The Japan Chronicle reproduced a series of the private 
letters, as “The Army Experiences of a Kobe Volunteer”. This paper put the second 
volume in his letters （Mar, 31. 1916, on The Japan Chronicle, page 5） into Japanese.
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は じ め に
　本稿は1890年10月 9 日に神戸外国人居留地に生まれ，1917年 8 月に第 1 次世界大戦で落命し
たジャパン・クロニクル社の社員，アーサ ・ーコンウェイ・ヤング（Arthur Conway Young）が，
日本の家族，親類にあててしたためた手紙のうち，『ジャパン・クロニクル（The Japan 
Chronicle）』がその紙面に掲載した「神戸志願兵の陸軍経験（原題 The Army Experiences of 
a Kobe Volunteer）」の第 2 回分を翻訳紹介するものである．筆者はかつて『中央大学社会科学
研究所年報』（第14号，2009年）にこの第 1 回分を含むアーサー・コンウェイ・ヤングに関す
る評伝を「神戸志願兵の陸軍経験　アーサー・コンウェイ・ヤングの従軍手記を読む」として
発表した．アーサー・コンウェイ・ヤングの伝記的な事柄，書誌的な事柄，並びにこの手記の
執筆の経緯などはそちらに詳述してあるので参照されたい
1）
 ．
　本稿を紹介する範囲でごくわずかに繰り返すとすれば，このタイトルでの『ジャパン・クロ
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ニクル』（以下，『クロニクル』と略記）での掲載は全20回．第 1 回分は『クロニクル』の1916
年 3 月30日付，第 5 面に掲載されている．第 2 回分，すなわち今回訳出した掲載分は，その翌
日 3 月31日付，第 5 面に掲載されている．第 2 回の内容は，日本から英国に赴き到着後入隊す
るまでを綴った第 1 回分の続きにあたり，アーサー・コンウェイ・ヤングとA. R. ホール （A. R. 
Hall）の入隊直後から転属先に異動する直前までの彼の体験談が綴られている．なお，この手
紙が日本の家族のもとに届いた日付は『クロニクル』には記載されていない．
　さて手記の執筆者であるアーサー・ヤング，並びに『クロニクル』に関する先行研究である
が，残念なことに筆者がかつてこれまでの研究の流れをまとめて以降，際立ったものは発表さ
れていないのが現状である
2）
．
　直近では2015年に筆者が「エリック・アンドリュ ・ーヤングに関する一考察─『ジャパン・
クロニクル』の記事を中心に─」を発表した．これはロバート・ヤングの三男，エリック・
アンドリュー・ヤングが第 1 次世界大戦に従軍した際，家族にあてた手紙を『クロニクル』が
掲載したものを中心に紹介し，あわせてその自死にあたって神戸で執り行われた追悼式の模様
から，その人物像に光を当てようと試みたものである
3）
．しかしながらこの人物研究も資料の
整理，調査が十分とはいいがたく試論の域を出ていない．また『クロニクル』を含む神戸で発
行されていた英字新聞紙に関しては，2014年刊行の『新修神戸市史』において言及がなされて
いるものの，新たな視点が提示されているわけではない
4）
．
　次に今回の翻訳に登場するA. R. ホールについてである．アーサー・ヤングはメディアに関
係する人物であったところから，ごくわずかにでも伝記的資料が後世に伝わっている．一方こ
のA. R. ホールであるが，彼については生没年を含めて現在までほとんどのことがわかってい
ない．そのようななかでも，せめて人名録など用いてその職歴だけでも探ってみよう． “A. R. 
Hall” の名は，1909年度版の『ジャパン・ディレクトリー』中の『コーベ・ディレクトリー』
から1911年度版において見ることができる
5）
．神戸に支店を持つアメリカ系海運会社パシ
フィック・メールにも勤務していたW. オリバー・ホール（W. Oliver Hall）が父親もしくは近
い親類と推定される
6）
 ．『コーベ・ディレクトリー』によると，上記の期間でのA. R. ホールの
勤務先は “Birch, Kirby & Co., Ltd.” となっているが，具体的な取引内容はわかっていない．な
おThe Hongkong Daily Press Officeが逐年刊行していた “The Directory & Chronicle of China, 
Japan, Corea, Indo-China, Straits Settlements, Malay States, Siam, Netherlands India, 
Borneo, the Philippines, & c” （以下『ディレクトリー・アンド・クロニクル』と略記）によ
れば，この商会は “Engineers and Merchants” を掲げている
7）
． W. ホールも1901年の『ディレ
クトリー・アンド・クロニクル』において，バーチ・キルビー商会の “assistant” として勤務し
ていた
8）
． A. R. ホールもそこからの縁でこの商会に入社したのであろうか．いずれにしてもA. 
R. ホールは少なくとも1908年のいずれかの段階において神戸で職を得ていたと考えられる．
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そのバーチ・キルビー商会において具体的にホールがどのような業務を行っていたかもわかっ
ていない．その直後の1912年度の『コーベ・ディレクトリー』にはその名はない．しかし1913
年の『ディレクトリー・アンド・クロニクル』からは香港に拠点を置く「シェワン・トームス
商会」（Shewan, Tomes & Co., Merchants）の中にその名がみえる．この商会の代理店には海運
業と思しき会社が多く名を連ねている
9）
．やはり何らかの形でW. O. ホールの仕事と関係して
のことだろうか．その後14年度版，15年度版にもその名があるところから，ホールはアーサ ・ー
ヤングと渡英するまでこの商会にとどまっていたようである．なお，16年度以降，執筆時点で
筆者の確認した34年度版にはもはやその名がみえない．
　以上のように神戸の外国人居留民の実態も，まだ未解明の部分が多い．そこから彼らについ
てわずかにでも光を当てようとする本稿は，一定の価値があろうかと思われる．
　今回の翻訳にあたり段落と記号はダブルクォーテーションを鍵括弧としたほかは，原則とし
て原文のまま．ただし訳文の読みやすさを考え，句読点は原文のカンマ，ピリオドなどと必ず
しも一致していない．訳文のうち原文の見出しタイトルを太字ゴシック体とした．地名，人名
などの固有名詞は一般的な読みに従った．なお，本文と翻訳文における注は別に整理している．
資 料 紹 介
「神戸志願兵の陸軍経験」
Ⅱ　新兵の分隊教練
ハムステッドヒースでの野外演習
　以下は法曹学院将校訓練科における一兵卒としてのA. C. ヤング氏の経験を記したものの第
2 回分である．この日記は，日本在住の親類にあてて書かれたものの一部である．―
　宣誓の翌日，ホールと私は最初の教練のためにリンカーン学寮へと向かいました．司令部の
外は，われわれのような者たちでごった返していました．軍服のものもいれば，平服のものも，
といった感じです．私はすでに，私が英国にたどり着いてからの，古くからの極東の仲間たち
との，いくつかの不思議な出会いについてお話ししました．それらについて，順を追ってお話
ししましょう．ここでは，その中のひとつをお話しします．ホールと私は，人でごった返す建
物の狭い廊下に入っていきました．すると，軍服を身にまとった若者が，破顔しながら，つか
つかとやってきて敬礼をしてきました．おどろいたことにわれわれは，マッキントッシュと名
付けたスワ・マルで同乗者となった彼と出会ったのです．彼はゴム農園で働いていたスマトラ
からわざわざやってきて，ペナンで乗船したのです．彼とホールは，船上ではスポーツの取り
まとめ役でした．彼は10日ほど前に，法曹学院将校訓練課程に入隊していました．彼は私が話
したティルバリーで出会った新兵徴募軍曹によって，自分が正しいことをしていると信じ込ま
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されていました．マッキントッシュはちょっとばかりこつを授けてくれたのでした．
リンカーン学寮での教練
　10時に閲兵式を執り行うことになっており，私たちは法曹学院の中庭に集合しました．この
場所，おわかりですよね．一方はリンカーン学寮の運動場から学寮全体を隔てる高いレンガ造
りの壁と接していて，その正反対は石造りの建物で，昔日こそおそらくは白かったのでしょう
が，今ではくすんでしまっている，立派な古い建物です．この建物の地階へと下っていく草む
した坂があります．ここでわれわれは軍曹の講釈を聞きながら草むらに横たわったり，教練の
合間に休息を取ったりするのが常でした．建物の壁には “W. P.” の文字を彫りつけた日時計が
あります．マカーリーの生徒だったので語りえたのでしょうが（といっても，私の方が彼より
知っているとは思いますがね），これらの文字は首相として初の任期ののち， 2， 3 か月，こ
の学寮に滞在していたウィリアム・ピットを表したものです
［訳注1］
．今，もし若者たちがいく
ばくかの想像力を持っているものと思うならば，その最後の大きな大陸間の戦いにおいて，イ
ギリスの運命を導いた偉大な英国人が住んでいたかの部屋のもとに佇めば，きっと背筋がしゃ
んとする思いをすることでしょう．彼の気概を解さないために，この戦争でどれほどの経験が
ひきおこされているのでしょうか？　ですが残念ながら，これまでこの文字に気づいたものは，
ごくわずかなようです．小耳にはさんだあるものの大胆な意見では，あれはこの建物を設計し
た建築家の頭文字に違いないのですって！　閲兵場の北側は（ところで，私はそれを芝地と呼
ばねばなりません．それはかつて弁護士稼業の誇りでありました．ですがああ！　今となって
はわずかの草があるのみです），ハイホルボーンに面する建物の，とてつもなく大きな背面に
接しています．南には鉄道によって庭園から隔てられた居酒屋があります．さて，いやその，
私は閲兵場のことをお話ししているのでして，結局のところこれでは肝腎のリンカーン学寮の
ことがさっぱりわかりはしない，なんておっしゃらないでくださいね．ご存知の通り，どんよ
り霞んだロンドンにあって，それはとても素敵な小庭園です．そこには多くの素晴らしい古木
があり，また庭園のふちをめぐって美しい花壇があります．今や陸軍での生活を送るようにな
り，私たちが予備訓練をするにあたってこのような絵と見まごうばかりの環境の中にあったの
が，幸運なことであったということを，十分理解しています．
最初の軍隊経験
　さて，続けましょう．私のようなものが 3 千人ばかりいたでしょうか．私たちは頭を刈りあ
げた上，分隊を作って敷地の南西の角に立っている堂々としたゴシック建築の学寮の図書館の
前に整列させられました．しんがりの一団は，ほかの者の背後に 2 列で並ばされました．私た
ちの前には，軍服をまとった男たちがいくつかの列をなしていました．名簿が軍曹によって読
102 中央大学社会科学研究所年報 第 22 号
み上げられました．即座に，あるいははっきりと答えられなかった者は，こっぴどく怒鳴られ
ました．「おやまぁ！」思いますに，「いうことがわからないで，いったい全体話すなんてでき
るのかしらん？」これについては，陸軍に入隊した初日の所感です．しばらくすると，軍曹が
叱り飛ばそうともまったくもって気にも留めなくなるのです．それが仕事ってものですから．
この初日の朝までは，私は私というものでありました．いつでも思い出すことができるでしょ
う．自分がもはや自らの主人ではないことを思い知らされました．先任軍曹が大声を出せば，
ぱっと気を付けをしなければなりません．別の大声がかかればそいつで休め． 2， 3 分後，私
たちの前にいる分隊が 4 列縦隊で行進させられました．私たち新兵はその時二つの集団に分け
られていました．すなわちすでに何らかの訓練を受けている者たちとそうでない者たちです．
ホールと私は後者．前者は学校で学生軍事教練隊か，それに類するものにいた者たちを中心に
したものでした．いわせてもらえばなんですが，どこから見たってホールと私は経験のない分
不利ですよ． 3 日間，私たちのいた分隊のほかの者も同じです．実際，私たちはその人たちと
同じくらいの経験ですし．事実二つの分隊は，入隊して 1 週間にも満たない素人の寄せ集めで
した．今や日本に住まう仲間たちは，その学校での軍事教練隊での研鑽を理由に，本国への渡
航費が免除になるのです！　これについては滑稽なまでの優遇ですね．学校で学ぶことなん
て，軍隊の原則の単にイロハです．ですので，英国政府がダイ・ニッポンからわざわざ荷主の
運搬費用を用立てるなんて，払うだけの価値なぞほとんどありゃしませんよ
［訳注2］
．私は，そ
の教育において将校訓練学校を経ていなかったことで，階級に不利があったことは少しもあり
ませんでした．
　私たちの分隊を受け持つのはフランシス・ベーコン軍曹です．彼はすぐれた教官でした．司
令部にいる他のすべての軍曹たちと同じように，彼も見てそれとわかるほどに良い教育を受け
たと思しき人物でした．実際，彼はイートン校出身でした．ずっと後で（彼はこれらの話に触
れることのできる最後の人物でした），彼がその名を負っている有名なエリザベス朝の大法官
であり，哲学者の子孫であり，また著名な祖先のいくつかの興味深い形見を持っているのを知
りました．彼はこの地でわれわれが古参の分隊となった時にベークハムステッドに送られるま
で，訓練を担当してくださいました．
初めてのキングズシリング
　初日の作業は大変簡単なものでした．方向転換，4 列隊形，そして分散隊形を教わりました．
どれもさして難しいものではありません．金曜日になり（軍法では，兵士みんなに給料が支払
われる日ということです），私たちはリンカーン学寮のイグザミネーション・ホール（たしか
そう呼ばれていました）に行進することで，訓練を終えました．そこで，初めての給料です．
給料は 2 日でしめて 6 シリング10ペンス．内訳は次の通り．日当 1 シリング 2 ペンス，食費 1
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日当たり 1 シリング 9 ペンス，そして「キングズシリング」
　翌朝は，制服の一団を先頭に，リンカーン学寮の練兵場をぐるりと，残りの仲間とともに行
進することで始まりました．告白しなくちゃなりませんが，ちょっとハズカシイ気持ちでし
た
［訳注3］
．軍曹とともに「左―左―左―右―左」と叫びつつ 4 列縦隊でのこのような行進はとっ
てもばからしく思えました．もちろん，私語は許されません．思いますに，私たちをへんてこ
な気持ちにさせていたのは，平服だったがゆえですね．ほかの連中も私と同じ気持ちであった
と承知しています．軍服に身を包んでのちは，この気持ちは私たちから離れ，私たちはどこに
行進するにもただただうれしくてたまりませんでした．私たちを見ようとみんなが集まれば集
まるほど，気分は上々です．私たちは街区を 2 周行進しました，行程の一部は駆け足で．これ
が毎日の課業を始めるための習慣でした．この間に，先導する分隊と全員が軍服姿になってい
ました．軍服を手に入れるまで，私は多くの人々の例に倣って作業服―フタタビ―ヌノビキ
―アリマの装い，あれです―で街に向かっていました．それにしましてもずいぶんと長持ち
するものですね
［訳注4］
．大戦前にはあのような身なりでホルボーンに行くなんて勇気はありゃ
しませんでした．
ハムステッドヒース
　入隊して初の火曜日，中隊全体は野外演習日のためハムステッドヒースへと行進を行いまし
た．われわれの多くが平服のままでした．キングスウェイ，サウザンプトン通り，コーストン
駅，そしてハムステッド通りを経由してです．ブルームズベリの下宿屋の使用人の女性すべて
が，私たちに手を振り挨拶しようと窓に張りついていました．これにはわれわれは並々ならぬ
意気を感じざるをえませんでした．観衆の多くも，あきらかにすっかり興奮していました．と
りわけある老婦人が縁石に立ち，ハンカチをふりつつ，また同時にそのかぶりを振って私たち
の愛国心に大きな賛同を表していたのは，私たちを大いに楽しませるものがありました．ほか
の場所では太った酒場の主人がやってきて歓喜の雄叫びをあげました．これが出発での私たち
の最初の経験となりました．これらあらゆる瞬間に気を配ると，全てがとても興味深いもので
ありました．
　ハムステッドヒースにたどり着くと，はじめに歩兵中隊教練をし，その後，いくつかの散開
陣形を，おしまいにはパーラメントヒルに突進するといった訓練を行いました．この訓練は野
外作業の考え方をわれわれに与え，かつ部隊における下位編制の重要性を知らしめるという点
で，有益なものでした．観衆に交じって私たちの訓練に強い興味を抱いていると思しき日本人
紳士がいることに私は気づきました．その日は好天で，私たちは全くもって楽しみました．リ
ンカーン学寮の壁に閉じ込められているより，ずっとましですから．私たちの多くが，いまだ
平服であり，またライフル銃を携えている者も，ごく少数でしかなかったことも，付け加えて
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おかねばなりません．昼食は 1 時間．多くの者が，サンドイッチと飲み物を求めてバール・オ
ブ・ヘルスに向かいます．告白しなくちゃなりませんが，安価に食事を済まそうというのには，
いささか落胆しました．神戸にいさえすれば，オリエンタルホテルのグリルで食事をいただい
ていたわけで，ちゃんとした食事を後悔の念をもって思い起こしていました．ですが昼食にパ
ンとチーズという質素さに慣れるのには，そう時間はかかりませんでした．すっかりそれが当
然のことであるとみなすようになるのです． 4 時ころ，ヒースの地を離れました．私たちの分
隊がベークハムステッドに行くおよそ 2 日前，ヒースでの第 2 回目の野外演習日がありました．
その時に私は第一小隊の指揮官でした．（私がそうだったのは，全くの成り行きです．）私は大
尉と小隊軍曹とともに，隊列の先頭を行進するということになっていました．演習場での私の
行動はまずまずでした．しかし中隊教練において，私の指揮が維持できなかったという点には
批判もあろうかと思います．すなわち右翼嚮導であり，私による中隊全体の行進隊形です．そ
して私は波形状地での直線の維持が，決してたやすくないということを知りました．「右翼嚮
導は行進のための地点を取れ！」大尉は叫び続けました．この時私ははなはだしいくやしさを
味わいはしましたが，以来私は指揮を維持することが十分な訓練なしにはほとんど習得できな
い技芸であるということを思い知りました．
日々の任務
　日課は以下の通りです．およそ 9 時45分に整列．昼食休憩をとる12時30分まで教練．（大抵
の者が，近所にあるA. B. C.のようなティーショップに向かいます．）午後 2 時に再び整列． 4
時まで教練．私たちが入隊した直後は，志願兵への激しい殺到があり，リンカーン学寮では私
たち全員を受け入れるのには手狭で，結局多くの者がテンプル法曹学院の行程で教練を行い，
その他の人々は教練のためにすばらしい芝生のあるグレイズ学寮に向かいました．わが分隊は，
だいたいテンプル法曹学院に向かいました．私たちはそこに行くのが好きでした．そこは遠く
まで開けていて，エンバンクメントの往来を見ることができました．喧噪やものごとの中心地
のそばというのは勇気づけられます．裁判所の少し先の細い路地を下っていくと，先導する 4
名のうちの 1 人が常に，フリート通りの往来をその真ん中に立って止めるために送り出されま
した．武器は携えたままです．私はこの任務に決して失望はしていませんでしたが，私につい
ていえば，この点ではロンドンの巡査の持つ大きな権限を，いつも幾分うらやましく思ったも
のでした．あらゆるもの―バス，タクシー，貨物自動車，荷馬車などなど―が，巡査の信
号で止められるのですから．「右見て」「左見て」，将校からしきりにさせられて，私たちは通
過しました．ある午後，私の弟―彼を私は子どもとばかり思っていました―，英国海軍フ
ライトコマンダーであるD. G. ヤングの顔をじっと見つめる私の驚きをご理解いただけるで
しょうか．彼は私に会うためにイーストチャーチからやって来たのです．ほかの人々と同様，
2017 神戸志願兵の陸軍経験（海老澤） 105
私も彼の階級に敬意を払うことをやむなくさせられました！
　私たちは分隊教練から班そして小隊教練へと移行しました．私たちは班や小隊では，代わる
代わる指揮を務めました．私たちに大声を出させるため，隊の人々から遠く離されて，教練は
行われました．ある日，隊列の後尾にたまたま立っていた時，私は第一小隊の指揮官でした．
任務は行進に参加する折の名簿を読み上げること，また（制服を入手したのち）各々がふさわ
しい服装をしているかを確認することなどでした．班はそれぞれ12人構成で， 4 班で小隊， 4
小隊で 1 中隊の編成です．班は伍長によって指揮されることになっており，この 1 週間はまさ
しく私がその任にあたっていました．
　その後，私たちにはライフル銃が支給され，早速その取扱いを教えられました．まず初めに
作動の教練を経験しました．それらを難なくこなせるようになるまで，ほかのことには何も進
めませんでした．皆そうです．次に様々な射撃体勢を教わりました―立ち撃ち，膝撃ち，伏
せ撃ち―．この射撃体勢，恐らくみんなが思っている以上に複雑なものです．次に照準，装
塡，照準器の調整，そして銃架のかけ方など，様々な決まりについて教わりました．もちろん
発砲はしません．ただ模擬弾頭を用いるだけです．発砲は，新兵訓練の最後の段階になってか
らです．私たちの小銃射撃法の教官はブレット少尉という方で，のちにうかがったところでは，
かつてシンガポールの居留地にいらしたということです．
行動はてきぱきと
　この項目の時間はすこぶる興味深く過ぎました．確かに疲労するような作業ではなかったの
ですが，しばしばそれは単調なものでした．軍曹たちは，できる限り指導に十分な変化をつけ
て，手ほどきをするのに最善を尽くしていました．私たちは一つのことを，15分を超えてさせ
られることは決してありませんでした．折々にたばこを吸えるほどの休憩がありました．その
折に，私たちは軍曹をぐるりと囲んで草に腹ばいになり，彼に知的であったりそうでなかった
りする質問をするのが常でした．―ま，残念ながら多くはひどくくだらないものでしたが．
ですがベーコン軍曹は，とびっきりの巧みな機知でそれらにこたえていました．彼は軍事教練
における処世術の多くを私たちに授けて下さました．そのうちの一つは厳しく求められます．
地面に紙切れを落とすこと．娑婆でのだらしない生活は決して許されないということです．早
晩，この清潔というルールは，私たちみんなの特性となり，ひげを剃らずに，あるいはぼさぼ
さ頭で行進にやってくる者はひどくたしなめられるようになりました．リンカーン学寮で，好
天の日は運が良いのですが，雨の降ったある昼下がり，前哨任務の基礎についてマシュー大尉
の講義を受けるため，先にお伝えしたイグザミネーションホールに連れていかれました．なん
だか再び学校に戻されたようです．机に座らされ，黒板とにらめっこ．
　私たちは皆一斉に軍服を支給されたわけではありませんでした．まぁ，ぼちぼちでした．私
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は分隊のなかで軍服を身にまとった最初の人間でした．自分がはじめてこのような装いをして
通りに繰り出して，大変人目を気にしたというのは認めざるをえません．ほぼすべての新兵同
様，私も将校に出くわすのがひどく嫌でした．これまでの人生で，敬礼なんてそりゃしたこと
ありませんもの．手際は悪いでしょうし，何とかしてそうするのが滑稽に見えるだろうとまず
まずそう感じておりました．いつでも私はショップウインドーに気を取られるふりをして，将
校を待ち構えます．ついに私が将校に敬礼をすれば，たとえようもなくうれしいことに，彼も
また優美にそれを返してくれました．そうして私は右に左に敬礼をしながら，陽気に進んでい
きました．私が本当にこの作法に慣れる，それは数日前のこと．本当に不慣れで，上級軍曹の
司令官に敬礼を施さなかったために，激高した上級軍曹からこっぴどく叱られるという光景に
おびえさせられたために，―特に部隊行軍の先頭が通過する―刹那，心臓が飛び出るほど
の緊張を味わった時がありました．他の者も同じ気持ちでした．そりゃあそうでしょう．
「デビルズ　アウン」
［訳注5］
　リンカーン学寮では，私たちは代わる代わる雑役に服せられました．ほかの人達 5， 6 人と
一緒に，ある日私は文書係を割り当てられました．なんとも楽な作業でした．私たちは部屋に
座らせられ，封筒の宛先を牧師にして，法曹学院将校訓練科の案内書を同封していきました．
私には，アイリッシュ・ローマン・カトリックのリストが割り当てられ，私にあてがわれた封
筒をパトリック師やら，ミッチェル師やら，あれやこれやの方に宛てました．私たちはポスター
もまた，郵送しなくてはなりませんでした．法曹学院は，その法的な起源をあらわすためだと
は思うのですが，「デビルズ　アウン」として知られていました．とにかく私たちは，自らの
教会の掲示板の注目欄に「デビルズ　アウン」と書かれたビラなどを貼ることに異を唱えてい
た多くの牧師さんたちのために，この言葉の書かれているポスターを同封しないようにと腐心
しなくてはなりませんでした．
　毎日およそ 8 名が警備の任につかされました．彼らは24時間勤務です．私がそこにいた間，
当番表がYまで決して回ってこなかったために，彼らが何をしていたか，私にははっきりとし
たことは分かりません．歩哨は（ 1 回に 2 時間の勤務です），日中は司令部の入り口に立って
守衛の任にあたり，夜間は夜警をします．警備係はたいていは楽しんで任務を遂行していまし
た．しかしながら悲劇的な出来事が一つありました．ゼッペリンの空襲の折，10月のことです
（私が知っているのはこの一件のみです．ついでのことながら，私は将校に任官されたため，
休暇でロンドンにおりました），爆弾と思しきものが司令部に投下され，相当な被害を受けま
した．その折，歩哨の任にあたったものが殺害されています
［訳注6］
．どうやらその者は，戦死
者リストに「一兵士」として書き加えられたようです．奇妙なことですが，私がこの惨劇を耳
にしたのはほんの昨日のことでした．
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　ついに予備訓練の課程を終え，ベークハムステッドに向かう時が迫ってきました．現在の私
たちは先任分隊となり，皆軍服に身を包んでいます．私たちはうぬぼれて，私たちがついこの
間教わっていたことをまだ学んでいるとして，何も知らない新兵たちを見下していました．軍
曹が，私たちの如才なさについて将校よりお褒めの言葉をもらっていたと，私たちに語ってく
ださったために，私たちは相当増長していました．ですがこの自尊心は，私たちがベークハム
ステッドにたどり着くなりひどく懲らしめられました．もっと後でお伝えしようと思っていま
したが，私がお話しし忘れていたホールは，私よりも10日ほど前にベークハムステッドに送ら
れていました．分隊の通常の規定では，分遣隊は週ごとに送られるのですが，突然の欠員を補
充するために，第 2 分隊がその週に急派されました．この欠員補充はわが分隊のHの文字のと
ころまで指示があり，ホールは呼び出しをくった最後の人物でした．わが分隊は 6 月17日の木
曜日の朝，ベークハムステッドに出発するため準備を整えるよう伝えられました．それに先立
つ午後，今日までの給与支払いを受け，背嚢，ブーツ，毛布，そして野営装備一式を購入する
ために，早めに勤務を解かれました．軍曹は買うべきと彼が薦める物品のリストをくださいま
した．これらのほとんどがホルボーンのガマジェスで得られることでしょう．
もう一つのびっくりする出会い
　私は，不思議な出会いをお話しすることで，今回のお話を始めました．もう一つのお話をす
ることで，これを閉じることとしましょう．ある朝（ホールがベークハムステッドに向かった
翌日だったと思います），私はいつも通り軍服姿で司令部に出頭しました．例によって，ドア
を囲んで若い市民の人だかりが，少佐と面会するために待ち構えていました．さて，私が立ち
寄った時，だれを見たというのでしょう．おやまぁ，コンプトン・パケナム君！
［訳注7］
私は自
分の目を疑いました．心底びっくり仰天．「おやおや，これは驚いた！」「神戸のコンプトン・
パケナム君かい？」「ええ―えっ，まさか―これは，アーサー・ヤング君！　君が入隊し
ていたなんてちっとも知らなかったよ．英国にいるってのは知っていたけど．法曹学院にいる
なんて思いもしなかった．」これが本当に驚くべき出会いだということは，お認めになられる
ことでしょう．コンプトン・パケナム君と私は，子どものころからの友人で，ずっと後になっ
て神戸ではごくごく近いお隣さんでした．陸軍に参加するため，めいめいがハワイと日本から
故国へ旅し，つまるところ同じ連隊でお互いが鉢合わせたのです．いうまでもありませんが，
私たちはその午後，ともに楽しい時間を過ごしました．
小　　　括
　以上が第 2 回の全訳である．今回翻訳した内容は，新兵の訓練にまつわるものが中心である．
そこで述べられているアーサー・コンウェイとホールの行動，生活，そして旧知の友パケナム
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との再会の模様は，前回訳出したこの手記の第 1 回において『クロニクル』がその冒頭に記し
ているように，多くの子弟を本国に送っていた当時の在留外国人の興味をそそるものであった
ことであろう．むろん現代のわれわれにも，一人の若者が見た戦争の実態を伝える資料として
十分な価値を有しているものと思われる．
　アーサー・ヤングのその後については，前回の拙稿に詳述した通りである．彼は少尉に任官
後ヨーロッパ各地を転戦し，1917年 8 月16日，激戦地イープルの戦いで負傷し行方不明となっ
た．断片的に伝わっている従軍中の手紙などから，アーサーは激戦の中にあっても自分を客観
視できる人物であったようである．新聞記者としての経験がそうさせたというよりは，新聞記
者としての素養が彼には備わっていたと考えるべきであろう．『クロニクル』はまことに惜し
い人材を失ってしまったといえるのである
10）
．戦争がなければ，あるいは戦後無事に神戸の地
を再び踏むことができたならば，その後の『クロニクル』の，さらには日本のメディアの歴史
は変わったかもしれない．
　またA. R. ホールのその後の足取りも現在のところよくわかっていない．むろん『クロニクル』
の記事をはじめ当時の資料を詳細に検討すれば，従軍中の行動を把握することができるかもし
れない．しかしながら前述したように，第 1 次世界大戦終結後の『ディレクトリー・アンド・
クロニクル』にその名が見られないところから，おそらく神戸に再来日はしていないようであ
る
11）
．戦争の影響で働けなくなったのであろうか．あるいは第一次世界大戦における英国軍の
損耗率を考えれば，この人物にも最悪の事態が訪れてしまったのかもしれない．
　最後に，アーサー・コンウェイ・ヤングの死後数年後のクロニクル社について筆者の調査を
紹介しつつ稿を閉じることにしよう．アーサー・コンウェイの戦死から 5 年後の1922年11月 7
日，父ロバート・ヤングが死去する．あとには妻のアニー，次男ダグラス・ジョージ，三男エ
リック・アンドリュー，娘のエセル・マーガレットが遺されたのである．ロバートが没した当
時，エセルは結婚しており英国に住んでいた．このクロニクル社を継いだのは三男エリックで
あった．残念ながらエリックは兄アーサーのように新聞記者としての経験を積むことができな
かったのである．すなわちジャーナリズム界，そして新聞社経営に関して彼は素人同然であっ
たのである．
　少年時代のエリックは，機械工学に興味を持っていたという．しかし第 1 次世界大戦の結果，
彼はその学問を修めることができなかった．第 1 次世界大戦中は伝令兵として従軍したエリッ
クは，身体的にはからくもこの大戦を生き延びることができた．しかしそのくぐり抜けた悲惨
な戦争は，多感な若者の精神に大きく傷を残してしまっていたのである．残念なことに，彼の
精神的な傷が回復することはなかった．大戦後，彼は神戸の家族のもとに帰ってきたものの，
神戸で職を得ていた形跡はない
12）
．彼は深刻な精神の浮沈（当時の資料では「神経衰弱」とあ
る）にとらわれていたという．再来日後も神戸のスポーツ界で活躍することもできたというと
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ころから，元来は精神の安定した人物であったようである．だが心が沈んだ時には完全に自分
を見失うほどあったともいわれる．その彼に会社経営という重責がのしかかってしまったので
ある．彼の精神は限界に達し，医師の勧めもありヨーロッパで療養することになる．しかし彼
はその航海の途上，マニラで投身自殺をする．あとには新婚の妻バイオレットが遺された．
1898年10月に神戸に生まれ，1926年 9 月 1 日死去．27年の生涯であった
13）
．このように第 1 次
世界大戦はヤング家，クロニクル社の未来を奪ったといっても過言ではないのである．
　残念ながら紙面をはじめとするジャパン・クロニクル社にまつわる研究はいまだ途上にある
といえる．今回で第 2 回分までを紹介したが，アーサーの手になる手記はその解明にあたって
極めて興味深い内容を持っているといえるだろう．残りの掲載分も折に触れて紹介したいと考
えている．
注
［訳注 1 ］この「マカーリーの生徒だったので」（As Macaulayʼs schoolboy）とある一文について．文を
たどればスマトラから同船した人物にも思えるが，指示関係がはっきりしない．
［訳注 2 ］原文では “Dai Nippon” とのローマ字表記．
［訳注 3 ］原文では “hazukashi” とのローマ字表記．
［訳注 4 ］原文では “my Futatabi – Nunobiki – Arima” とのローマ字表記．
［訳注 5 ］ “The Devilʼs Own”  とは，慣用的には善悪にかかわらず「大変」，「すさまじい」などといった
意味を持つといわれる．ここではイギリスにおけるキリスト教からみての法曹学院の立場と第 1 次
世界大戦の状況とをかけた掛詞として紹介されているのであろうか．
［訳注 6 ］アーサー・ヤングは1915年10月 7 日付で少尉に任官している．拙稿「神戸志願兵の陸軍経験
―アーサー・コンウェイ・ヤングの従軍手記を読む―」150頁，並びに注23を参照のこと．
［訳注 7 ］コンプトン・パケナム（Compton Pakenham）は，神戸に在住していたPakenham, G. C. の子
息であろうと考えられる．『ジャパン・ディレクトリー』においてG. C. パケナムは1887年，並びに
1889年度版に “Bernard & Wood” （具体的な業務内容，本社並びに事業所の所在は不明）のメンバー
としてその名がある．その後1890年度版から神戸にある “H. Lucas & Co.,” のメンバーとして1912年
度版までその名が見える．古参の神戸居留民と考えられるところから，ヤング家と親交があったこ
とは十分に考えられる．
 1） 　特に137-140頁を参照．
 2） 　先行研究は主に拙稿「『ジャパン・クロニクル』における言論と報道の自由の問題―米騒動期を中
心に」（菅原彬州編『連続と非連続の日本政治』中央大学出版部，2008年，115-116頁），拙稿「ジャ
パン・クロニクル社の人事に関する一考察」（『中央大学大学院研究年報　法学研究科篇』第38号，
2009年，409-411頁），前掲拙稿「神戸志願兵の陸軍経験―アーサー・コンウェイ・ヤングの従軍手
記を読む―」（151頁の注1），拙稿「『ジャパン・アドバタイザー』と『ジャパン・クロニクル』―森
戸事件の報道をめぐって―」（『法学新報　塚本三夫先生古稀記念論文集』中央大学法学会，第118巻，
第 5 ・ 6 号，2013年， 8 -12頁）によって整理されているのでそちらを参照のこと．
 3） 　拙稿「エリック・アンドリュー・ヤングに関する一考察―『ジャパン・クロニクル』の記事を中
心に―」（『法学新報　菅原彬州先生古稀記念論文集』中央大学法学会，第121巻，第 9 ・10号，2015
年．）なお，その段階での先行研究の整理は，その59-64頁を参照のこと．
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 4） 　「外国人社会における情報の伝達」（新修神戸市史編集委員会編『新修神戸市史　産業経済編Ⅳ　
総論』2014年）449-452頁を参照．なお，同書において『コーベ・クロニクル』の創刊日が「明治
二十三年（一八九〇）十一月」となっているが，これは誤り．以前も言及したことがあるが，『ジャ
パン・ウィークリー・メール　The Japan Weekly Mail』の1891年10月10日号の424頁に『コーベ・ク
ロニクル The Kobe Chronicle』と題する記事が掲載されている．その記事内容から『コーベ・クロ
ニクル』の創刊日は1891年10月 2 日の金曜日であることがわかっている．
 5） 　本稿では立脇和夫編『ジャパン・ディレクトリー　幕末明治在日外国人・機関名鑑』ゆまに書房
版を用いている．以下同じ．なお “A. R. Hall” の名が見えるのは，記載年度版順に，294頁，352頁，
375頁．
 6） 　1910年度版の『コーベ・ディレクトリー』のアルファベットリスト（397頁）での両者の住所が，
ともに “Nakayamate – dori Nichome” となっている．
 7） 　例えば『ディレクトリー・アンド・クロニクル』1904, 73頁など．なお『ディレクトリー・アンド・
クロニクル』によれば社主の一人バーチは，C. W. M. Birchであり，今一人の社主キルビーは，R. J. 
Kirbyとなっている．神戸外国人居留地には，ほかにエドワード・キルビーによって興された「キル
ビー商会」があるが，この二人のキルビーには何らかの関係があるのだろうか．エドワードの興し
た「キルビー商会」に関しては，田村恵子「20世紀前半の神戸の定住外国人―資料の活用と研究の
展開―」（『海港都市研究』第 5 号，神戸大学大学院人文学研究科海港都市センター，2010年，33-34
頁），並びに新修神戸市史編集委員会編『新修神戸市史　産業経済編Ⅳ　総論』（2014年，437-438頁）
などを参照．
 8） 　『ディレクトリー・アンド・クロニクル』1901年度版，790頁．
 9） 　試みに1913年度版のAgenciesを挙げておく．カンマ区切りは原文のまま．American Asiatic 
Steamship Co., American Manchurian S. S. Line, China and Manila Steamship Co., S., T. & Coʼs., New 
York Line Steamers, Equitable Line Assur. Society of US, Green Island Cement Company, Ld., 
Hongkong Rope Manufacturing Co., Ld., New Zealand Insce. Co., Ld.
10） 　前掲拙稿「神戸志願兵の陸軍経験」149-151頁，並びにそれにともなう注を参照．
11） 　ちなみに第 1 次世界大戦後，W. O. Hallの名も，『ディレクトリー・アンド・クロニクル』には見
られなくなる．
12） 　筆者の研究（注 2，3 参照）のほか，今回新たに見ることのできた『ディレクトリー・アンド・
クロニクル』を紐解いてみても，エリック・アンドリュ ・ーヤングの名は1923年度版，すなわちロバー
ト・ヤングの死後にしか見られない．エリックの名は，23年度版のディレクトリーの項目ではジャ
パン・クロニクル社の下から 2 番目，外国人居留民のアルファベットリストでは，その職位は
“assistant” である（『ディレクトリー・アンド・クロニクル』505，1719頁）．24年度版でも全く同じ
（同505，1775頁）．25年度版ではディレクトリーにおけるジャパン・クロニクル社の項目では筆頭，
アルファベットリストでは “assistant” のまま（512-513，1792頁）．26年度版では筆頭がアーサー・
モルガン・ヤング（Arthur Morgan Young，事実上の第 2 代編集長．ロバート・ヤングとの血縁はない）．
エリックはその次であり，職位は同じく助手のままである（496，1666頁）．ここから，かつて拙稿
でも指摘したように，エリック・アンドリューは名目上の社長であったことがわかる．なお27年度
版では，当然のごとくエリックの名はなく，彼の次兄ダグラス・ジョージ・ヤング（Douglas 
George Young）が「専務取締役 managing dorector」となっている．
13） 　エリック・アンドリュ ・ーヤングに関する以上の記述は，主に前掲拙稿「エリック・アンドリュ ・ー
ヤングに関する一考察」によった．
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